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言語処理における一貫処理法の研究

中　野 洋

1．はじめに

　電子計算機を利用して生ずる最大の利点は，それを使わない場合に比べ，は

るかに人的作業が少なくてすむことである。機械的な作業が少々多く，時間が

かかっても，機械は24時間働くことができるからいい。入墨はそうはいかな

い。

　ところで，言語処理一特に，語彙調査や索引づくりの場合，集計・配列作

業は計算機むきで簡単に実行できるが，言語的な情報の付加作業は複雑で，従

来はこれを入手の作業にたよってきた。しかも，これらの作業は，時聞も費用

も労力も膨大な蚤を投入しなければならないのが現状であった。それでも処理

墨が非常に多い場合には計；算機むきの仕事と人間むきの仕事を分離することが

でき，計箪機を使うメリットもうまれるのだが，少董の処理ではかえってすべ

て人手でやった方が能率的だという場合が起こる。これでは計算機本来の利点

が損われてしまうことになる。

　そこで，現在人間がおこなっている複雑な作業一言語的な情報の付加作業

を計算機に肩がわりさせ，人的作業を軽減するシステムを考えた。これを我々

は一貫処理システムとよんでいる。

　人的作業の種類一特に電子計算機による語彙調査や索引作りにおいて一

　電子計算機による言語処理，特に日本語の処理において避けることのできな

い過程の一一っに，入力文の単語分割（語彙調査などにおいては，調査単位によ

る分割という意味で単位：切りと呼んでいる）がある。これは，語彙調査に限ら

ず，機械翻訳にしても，情報検索にしても，自然語文を処理する場合には避け
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ることができない。また，処理結果を単語レベルで出力する場合，人間が見な

れている順序一一たとえば50音順に出力するために漢字にはよみがなをつける

必要があるし，語彙研究のためには，語種・品詞別の結果を得るために語種・

贔詞情報を付けておきたい。また，文・文章レベルの処理分析においては，各

種の文法情報が必要になろう。

　以上は，人間においてもかなり能力を要する作業だが，データをマシン・リ

ーダブルにするための作業，すなわち，データの清書・パンチ・校正などは，

光学文字読み取り機械・音声認識機械の実現をみない現状では，避けることの

できない，時間と費用とがかかる作業である。

　これらの他に，その昌的によって，特有の，人間でしかできない複雑な知的

作業がある。語彙調査においては調査単位の設定や同語異語の判別があり，文

献検索では抄録の作成，キーワードの付加，シソーラスの作成などがある。こ

れらの機械化が実用レベルに達するのは少し先のことになろう。

　ところで，語彙調査の作業工程の中で，人手による作業は次に示すとおりで

ある。人手でおこなった最大の語彙調査である雑誌九十種の調査を例に示す。

そのうち，破線（一…）で示したのは，電子計算機によって語藁調査をおこな

っても残った手作業であ・り，実線（一）で示したのは，一貫処理法によって

もなお残る人手の作業である。それ以外のすべては，方法はかわるが機械によ

って処理可能である。

〔語彙調査作業工程〕

1．準備

　10．文献入手→文献ム壬→文献入手

　11．標本抽出→洗Zご跳Zグ割身当エー2捕正→サンプリング割り当て・補正

　12・採集用カード作成→漬書・デーを器と乏竺校正・修正盛Zチ

2．採i集

Z1．単位語に分割・指定→墨継語延分劃

22．カード採集

23．22の検査ッ校正・検査・修正パンチ

36整理
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30．集落ごとに，検査済み採集カードの枚数確認

31．集落ごとに，採集カードの五十音順排列→このための，よみがな付加パ

　　，と乏

32・31の結果の整理票所定欄への転記→終止形変換9た1．．の，．、三二三二¢～付

　　加・パンチ

33．31，32の検査一一一e・［よみ演な」の塗査・修正パン乏

34．排列の一本化と整理票照合→嗣語異語の判別→問語異語の判別

35．派生語等の親票作成

36．整理票のパンチング

4．集計

41．延べ語数の確定

42．使用率計算

43．精度の計算

5．製表

51．整理表（子票以外）の使用率順俳列

　52．使用率順語糞表作成

53．整理表（親子共）の五牽音順排列

54．五十音順語彙表作成

　いいかえれば，一貫処理システムでは，文献を手に入れること，溺奪の対象

を決めること，同語異語判溺をすることの三点だけを入閲がやり，あ≧のすべ

てを機械がやるというシステムを貝指しているのである。

　人的作業軽減のねらいと効果

　人的作業を軽減すると経費や時間の節約につながる。しかし，ねらいはそれ

だけでなく，我々の研究の昌的がよりよい結果を得ることにあり，かっ語彙調

査等の言語処理にともなう作業が膨大でやるべきことを満足にやれないという

現状では，まず浮いた経費や時問をより人間的な高度の知的作業にむけること

ができる。

　入間の作業の多くは高度な知的作業だが，同時に簡単なミスをたびたび犯
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す。すべてを人間の作業によるのならそれ以降の工程でミスを発見することも

できる。しかし，人間の作業結果を機械に処理させた揚合，発見は困難とな

り，ミスはミスのままで処理されてしまう。その結果，処理の精度カミおちる。

これを避けるには，検査に時間をかけなければならない。一方これを機械にま

かせることができれば，作業の程度は低くなるが，入間のミスがどこに現われ

るかわからないのに対し，機械の処理ミス……人間からみればミスだが，機械

にとってはプログラムどおりに作動した当然の結果……は多いけれど，現われ

方は一定になる。それだけ，発見が容易で修正もしゃすくなる。

　ところで，機械にできる人間の簡単な作業（たとえば，清書。フォーマット

変換。簡単な単位切り，情報つけ）が少なくなるということは，それだけ入間

のミスをおこす機会が少なくなるというわけである。人閥の作業の結果はパン

チによって入力されるわけだから，機械化によってパンチの作業量も減ること

になる。

　入間によって起こるミスの影響を少なくするためには，人問の作業を工程の

後の方に持っていく方がよい。また，機械によって起こるミスを検査・修正も

工程の後に入るわけだから，一貫処理の人間作業は必然的に後に集中すること

になる。

2．一・一Pt処理を実現する方法

　一貫処理をするためには，次の二点が満足されていなければならない。一つ

は，大量に蓄積されたデータがあるということ，他の一つは処理のプログラム

が用意されていることである。この二点とも，国語研究齎は満足しているので

あるが，いま少し詳しい説明を試みよう。

2－1蓄積データの利用

2－1－1国語研究所外にある言語データの利用　　電子計算機による写真植

字（電算写植）による印糊は，最近急速に増えつつある。関係者に聞くところ

によると，エ985年には印刷業界の8劇は電算写植になるという予想だそうであ

る。ところで，電鐘写植の中間出力としてマシンリーダブルなデータがある。

現在は，紙テープが多いぶ将来磁気テープや他の媒体になることもあろう。と
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にかく，マシンリーダブルな形になっているのだから一貫処理システムに接続

することができる。これが実現すれば，入力用のパンチ量が大幅に少なくな

る。一貫処理システムはこれを可能にするシステムである。

　三態情報処理を業務として，あるいは研究の対象としているところはたくさ

んある。たとえば，国立国会図書館の文献の索引づくりや日本科学技術情報セ

ンタの科学技術情報のサービスなどは，国語研究所の語彙調査などと同じよう

に大回の言語データの作成。処理をおこなっている機関である。これらの機関

の言語データを使うことができれば，入カデータパンチが少なくなる。

　また，言藷清前処理を研究の対象としている機関，たとえば，電子技術総合

研究所・京都大学工学部・九州大学工学部・武蔵野通信研：究所などでは言語処

理のためのアルゴリズムの開発とともに，ある程度の実用をねらうために機械

処理用の辞書を作成している。この辞書の作成の一つの方法として，既存の国

語辞典や英和辞典，細砂辞典を入力し利用しようとしている。これらのデータ

はもちろん一貫処理用に有用なデータである。

2－1－2　国語研究所内にある言語データの利用　　1966年に導1入された国語

研究所の電子計算機が処理したデータ量は，後に示すように延べ450万語にな

ろうとしている。これらのデータの多くには各種の情報都付けられ磁気テープ

に納められている。これらを言語処理用の辞書とすることによって少なくとも

人的作業やパンチ量を少なくすることができる。

　国語研究所のデーター覧

　ω新聞　約300万語（β単位）　昭和41年朝日・毎β・読売三紙の三分の一

　（イ）漱石・鴎外など文学作晶　約89万語

　　　硝子戸の中（35，000β），坊っちゃん（53，000s），行人（150，000β），三

　　四郎（80，000β），草枕＊（58，　000　s）

　　　寒山拾得（4，00◎s），高瀬舟（2，500β），払出大夫（16，00◎s），

　　雁（45，000s），青年（50，000β），渋江抽斎＊（150，000s）

　　　城の崎にて（700β），焚火（2，400β）

　　　羅生門（4，　OOO　B），鼻（4，0◎0β）

　　　遊子方雷（7，　600　B），浮世風呂（78，000β），浮世床（50，000β），心中天
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　網島（10，000β），今昔物語集（45，000β），当世書生気質（50，　OOO　B）

（ウ）高校教科書＊　約60万語　M単位

　　政治経済，倫理社会，日本史，世界史，地理B，生物1，化学L物理

　1，地学1

（x）小頚語彙表　3．5万語

＊印のものは至現在処理中である。数字の後につけた，β・sは言語単位である。β

単位の説明は国研報暫12（「現代雑誌九十種の用語用字」）を，s単位の説明は魏岡

昭夫掴語研究のための索引作成システム」（「電子計箪機による園語研究側）を

参照のこと。M単位は高校教科書調査に採用されている欝語単位であり，漢語以外

は最小単位を一単位とする（漢語は最小単位の一次結倉）とする単位である。詳し

い説明は後に出る語彙蓑の説開にゆずる。

2－2．書語処理プログラムの利用

　196β年以来われわれは各種の言語処理プuグラムを作ってきた。その多くは

実験プPtグラムであったり，使い捨てのプログラムであったりした。この際，

これらを一つのシステムの中に組み入れていろいろな言語処理を可能にしよ

う。以下に南げるもの璽現在国語研究所が有する各種の鳥山処理プログラムで

ある・．（〉内は械者・

　各種言語処理プログラム

（7）自動単位切り

（／）よみがな付け

（ウ）　かな漢字変換

（ij）品詞認定

㈲　活用形変換

㈲構文解析

（＄）　KWIC

（ク）WORD　COUNT

㈲　漢字調査

2種目石綿・斎藤・本村，江川）

（田中，石綿）

（田中）

（中野）

（江川，過断）

（石綿・斎藤・木村，中野，佐竹，石綿）

（石綿，斎藤，土屋，斎藤・林，中野，珊中夏）

σ新聞」，中野，「教科書」）

（野村）

3．一貫処理システムの説明

　一貫処理システムは，国語研究所部内資料LDP一月報別冊4に，第一資料研
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究室「語彙調査データの一貫処理法ゐ研究」として，その構想が発表され§重

要なサブ・システムである自動単位切り，漢宇解読・品詞認定などのプVグラ

ムの説明がなされた。本報告はその思想（機械処理と人聞作業の複雑なからみ

あいによる作業工程を，入間による作業をできるだけ機械化して，人問の作業

を検査に粛く）を受け継ぐものであるが，細部にいたっては異なる点も多い。

以下，システムの流れ（図1参照）とプログラムの内容について，今回新しく

なった点を中心に述べる。

3－1作業の流れ

　図1に示すとおりである。システムをKWICの作成に重点をおき，その後

に処理エラーを人手によって修正し，語彙調i査ルーチンに流す。KWICが出

来ていれば，エラーの発見や情報の付加も容易だからである。前のシステムを

作ったときには考えられなかった高速漢字プリンタの実現も，KWIC作成を

システムの中心においた大きな理由の一つである。

　総合辞書を利用した各種の情報っけ（本報告では小味情報」に限ったが，

いろいろな情報つけ一たとえば，単位切り，よみがなつけ，品詞情報つけな

どにも利用できる）のルーチンを作ったのも今宮の新しい試みである。前のシ

ステムでは辞書はできるだけ小さくし，処理はプmグラムによっておこなうこ

とを基本においた。これは，処理のスピードをあげること，どんなデー雪占がき

ても処理できるようにすることのためであった。しかし，現在では高速のディ

スク装置が利用できること，前述したような大量のデータが利用できるように

なったことなどがこのルーチンをもうけた理由である。

　単位切りとかなつけのルーチンを並行処理にしたのも新しい点である。処理

を直列に並べると処理の誤りが累加的に増えるためである。そういう点では，

晶詞認定も一緒にすべきかもしれない。というのは，品詞認定と単位切りには

次のように処理上の共通点がある。すなわち，字種の違いの利用，テーブルの

利朋（助詞・助動詞，副詞・連体詞・形式名詞などのテーブルを利用して，単

位の認定，贔詞清報の付加をおこなう）の二点である。処理の順序が，単位切

りは文頭から，品詞認定は文末からおこなう点が異なるが，単位切りを文頭か

らやらねばならない処理上の理由はないように思われる。したがって，この品
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詞認定と単位切りは一つのプログラムにまとめることができる。そうしたほう

が処理のスピードや精度をあげることができそうである。しかし，また別々の

プログラムにしておくことによって，単位切りされているだけで品詞情報がつ

いていないデータ（この種のデータは相当な量に達する）に品詞清報をつける

ことができる。今回報籍するのは，単位切りとよみがなつけは並行処理，品詞

認定はその後において直列処理としたシステムについてである。

　国語研究所外のデータを国語二二所コードに直し，利用するルーチンを入れ

たのも新しい試みである。前のシステムを作った頃は，まだ電子計算機による

言語処理が一般には本格的に始まっていなかったのである。

　次に各ルーチン・サブシステムについてその処理の内容について述べる。

（）内はプログラム名称である。

3－2外部データを国語研究F7i　i一．ドに変換する（NAP　1）

　このルーチンは二つに分れる。国語研究所コードと外部データコードとの変

換テーブルを作成するプ“グラム（NAP　10）と，その変換テーブルを胴いて，

国語研究所外のデータを園語研究所コードに変換するコーードコンバートのプロ

グラム（NAP　11）の二つである。

　NAP　10用のデー・一理は，現在，写研：＝一ド。JICSTコード・臼電灘一ドと闘

志（国語研究所の略。以下同。）ロードの4種類である。データは図2のよう

なフォーマットで磁気ディスクに蓄えられる。岡研ニードには，外部理論コー

ドに対応する圏研用文七が入っている。国研コード1は国記葺一ド自身，2は

写研コード，3は日電コード，4はJICSTコードに対応する文字が入ってい

る。たとえば，外部理論コード16進表示1234が，園山コードでは「見」，写研

コードでは「省」，田電コードでは「の」，JICSTコードではr横」だとする

と，テーブルは「1234二二の横」というようになる。処理は，データを3等分

して（理論上のデータ数は4バイト　69904Ptであり，この3等分は23301種），

それぞれメインメモリー内に展開してコーード変換する。したがって，一一一・つのデ

ータを全て変換するには，三度メモリー内での辞書ひきがおこなわれる。

　NAP　11は外部コードを三二コードに変換する。　NAP　10でのべたように変換

は三度おこなわれて完全になる。まず，最初に外部コードが0000～4FFFの
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図2　コード変換テーブル

1外部醗一ド陣・一唄噺・一ド・画一ド・1国研一ド41

　　4バイト　　　　2バイト　　　2バイト　　　2バイト　　　2バイト

データが顛研コードに変i換され，次に5000～　9　FFF，最後にAOOO～FFFFの

データカ掴硯ニードに変換される。変換テーブルは3等分されたそれぞれが，

外部理論コード自身×2を霞分の番地として展開される。たとえば，1234とい

う外部理論コードに対応する文字が「晃」だとすると，1234×2＝2468，2469

番地に「見」という三三を入れる。また，6789という外部理論コードに対応す

る文宇が「農」だとすると，6789－5000＝・1789，1789×2　＝・3578，3579番地に

「農」という文字を入れるという具合である。

3－3　固定長化（NAP　2）

　入力データ（国研二・一一ド，あるいは国払コードに変換された外部データ）は

可変長レコードと考えてよい。以降のプログラムで処理しやすくするために，

このプUグラムではデータを二二長レコードに直す。

3－4　単位切り（NAP　3）

　江州清「漢字かな混り文のr自動単位分割』に関する一研究」（計量圏語学

43／44号，！968），同ド単位分割自動化のシステムについて」（計量国語学51号，

1969）の方法にほぼ従っている。今回の実験では長い単位に切ることだけを匿

的とする。詳しくは上記論文を参照していただきたい。細かい点で江川方式と

異なる。その主なものは，江川は「ら線状」の処理（プログラム内で何園か処

理を繰り返して精度をあげる）を行なったが，今回は直線的な処理（一回きり

の処理）ですます。いくつかの辞書を利用するが，ここでは辞書の中で優先順

位を設け精度を高めている。検索方式はISAM（インデックス・シーケンシャ

ル方式）にならっている。エラー処理したものについてはフィードバックによ

って修正することができる。以下に処理の概要を簡単に記す。

　（1｝字種の判別をおこなう。

　（2｝次のものは一字を一単位とし，確定する。

　　　記号類．（．，　「」　o…）

　　　「を」
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（3）英字・数字・カタカナの処理

　・英字連続を一単位とする。ただし，直前・直後が数字のときは，それも加

　　える。

　・数字連続を一単位とする。ただし，直後が助数詞（テーブルに定める。一

　　宇とする）の場舎はこれをつなげる。

　・カタカナ連続は一単位とする。

　（4）漢字の処理

　・漢字の前で切る。

　・他の規則が適用されて，分割されそうな送りがなはテーブルをもうけて処

　　理する。

　（5）ひらがなの処理

　・メモリー内に展開されたテーブルによる。

　テーブルの構成と検索および適用の方法は以下による。

　テーブルはインデックス部と辞書部に分かれる。辞書部はデータが入り，イ

ンデックス部はデータをいくつかにまとめたそれぞれの先頭の文宇と番地が入

る。したがって，辞書部内データはその先頭の文宇によってソート（50音順配

i列）されている。

　インデックス部の文字は上昇順にソート（50音順配列）されている。

　辞書部内データは，同形は文字列の長いものを先におき，これを優先的に適

用する。同一インデックス内に入るデータは，同形間で文宇列の長いものを先

におくだけで，その他には制約はない。したがって，出現率の高い文宇列を先

におけば処理のスピードが高められる。また，優先的に適用したい文字列があ

ればこれを先にすれば，その指示どおりに分割される。

　例をもって示そう。

　〔インデックス部〕

　　あ001か010さ020……
　〔辞書部〕

　　いたし　　3　　　　　　　こうした　　211

　　いずれ　　3　　　　　　　これら　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　－27一



　　あなた　　3　　　　　　　ことば　　　3

　　あと　　　2　　　　　　　　こと　　　　2

　　いう　　　2　　　　　　　これ　　　　2

　メモリー一の中では，「いたし」以降は1番地以降に，「こうした」以降は10番

地以降に配置される。いま入力データfこうした」がはいってきた場合，デー

タの先頭文字「こ」によって，インデックス部を調べ，辞書部の10番地以降を

調べればよいことがわかる。10番地を調べると最長一致で「こうした　211」

と一致し，分割指示「211」を得る。分割指示によD，Fこうした」は2字

・1字・1字に分割すればよいことがわかり，「こう一し一た」と分割される。

　辞書部の先においた方を優先するということは，たとえば，入カデータ「こ

れら」が，辞書部「これら　3」を先におくことによって，「これ　2」の適

用を防ぐという意味をもつ。

　単二切りの辞書は，このように単に単語集を辞書にすることだけでは誤った

分割されるおそれがでてくるので，文字連続の調査結果を用いて構成すること

が望ましい。文字連続の調査については，斎藤秀紀「漢字仮名漏り文のエント

ロピー」（計：量国語学43／44号1968）と同「漢字かなまじり文の文字連糸表」

（LDP月報別冊8　1971）があり，：有用である。

　辞書に入れる文字運続は前述単位切り手順により分割されなかった文字連続

を正しく分割するために入れるものと，前述の手順によって誤って切られるお

それのあるものをこれで正しく切るものとがある。たとえば，f確かに」や

「正しい！は，「に」やrし」によって誤って切られるおそれがあるが，この項

霞を入れておくことによってその誤りを防ぐという具合である。

3－5　よみがなつけ（NAP　4）

　田中章夫丁字かなまじり文を全文カナ書きローマ字書きに変換するシステ

ムについて」（電子計算機による鼠語研究H）のプmグラムを使用した。今園，

このシステムにのせるためにかえた点は，処理速度をあげるために漢字テーブ

ルをメインメモリー内に展開したことである。

　方法の詳しい点は文献にゆずるとして，簡単に方法を説明しよう。

　国語研究所の漢字テレタイプ盤内字約2100字について，そのよみがなについ
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ての情報をもったテーブルを用意する。このテーブルは三種類にわかれる。

転写園路用テーブル……漢字テーブルのよみカミなをそのまま転写するもの。

　　約700字である。

環境演箕回路用テーブル……前、後の文字の種類により，環境演算をおこな

　　い，よみがなを採用する。約500字である。

　環境演算は漢字の前後が漢字かかなかによって，論理演算をおこない，そ

　の結果によってどのよみがなを取るかを決定する。表1は環境演算の結果

　を示す。

　表1　環境演算の結：果

漢字の現われ方
漢字Pの環境 環境演算の結果
・一・・＋・…岡・・D・E・F・i・・H・

轍・モナシ1・ ・　i・・回・・1・・1・・回。・1・・

後ダケ・リ1・ ・　巨・｝・・回・・1・・1・・i・・1・・

前ダケ・・い ・　1・・｝・・｝・ユ1・・i・・｝・・1・il・・

前後トモアリ 1 i　ii　ol：L　oli　oli　olo　ilo　ilo　ilo　i

　　漢字：1　　非漢字：0　　ヨミガナ詑入：0

テーブルの例

　互（aご）（Aたがい）

　崩（cほう）（Cくず）

　尋（cじん）（Aたず）（Fひろ）

ヨミガナ無記入：1

　処理の手順を説明しよう。入力文「お互に」の場合，漢字「互」の環鏡は

前後とも漢字なしなので，漢字テーブルの（aご）と（Aたカxい）のうち，

環境演算結果の指示によりAをとり「お互〔たがい〕に」とよみがなをつけ

る。同様に，入力文「土砂の崩壊，山崩れ」の場台，漢字「崩」の環境は，

前者は前が漢字なし後が漢字ありなので，テーブルのうち環境演算結果の指

示により，cをとり，後者は前が漢宇あP後が漢字なしなので，　Cをとる。

その結果，出力文は「土砂の崩〔ほう〕壊，山崩〔くず〕れ」となる。

　指定環境処理國路用テーブル……前後に特定の文字があらわれた場合だけ

特定のよみをとり，その他は環境演算回路と同じ処理をする。約900字。
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　　テーブル例

　　　荷（1bか）（2Bに）＊M重2／M初3／N担1／N重1

　　　騒（1cそう）（2Cさわ）＊M物1／Nぎ2

　　処理の手順を説明しよう。テーブルの＊以降にある漢掌が前（Mの場合）

　または後（Nの場合）にきたとき，指定（数字であらわされている）の読み

　を＊の前にさがす。入力文「この荷物を運ぶのは重荷だjという場合，前者

　の「荷」は後に「物」があり，この漢字が＊以降にないから，環境演算回路

　によってBにをとる。後者の「荷」は前に「重」で＊以降にM重2があり，

　よみ2にをとる。その結果，出力文「この荷〔に〕物を運ぶのは重荷〔に〕

だ」をえる。

3－6　マッチング（NAP　5）

　この処理は，単位切り（NAP　3）の出力とかなつけ　（NAP　4）の出力をあ

わせ，一一つの語によみがながついているという形にするものである。

3－7　品詞認定（NAP　6）

　筆者「品詞認定の窟動化」（電子計算機による山海研究班，1971）の方法に

よる。論文では，三つの方法，すなわち辞書による方法，語形による方法，語

の接続による方法について述べている。ここでは，辞書による方法は，NAP　7

の意味情報つけにその可能性を残し，語形による方法と語の接続による方法を

採った。したがって，プログラムは二つに分れる。語形による方法（NAP　61）

と語の接続による方法（NAP　62）である。

　詳しい説明は文献にゆずる渉，簡単に処理の概要を記す。

　語形による方法では，まず字種の判別をおこなう。次に，助詞・助動詞くp｝テ

ーブル（121語），特殊語のテーブル（漢宇書き3語，漢宇かなまじり10語，ひ

らがな書き91語）を調べ，語形が合えばテーブルにある情報を転写する。最後

に，語末の文宇（1～2字）の判定により，仮の情報をつける。

　　語末の文字を調べる

　　1．語末は漢字，カタカナ，英文宇，数宇→名詞

　　2．語末は記号→記号

　　3．語末は「い」一→形容詞・終止連体形，動詞・未然連用形
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　　4．語末は「く」→形容詞・連用形，動詞・終止連体形

　　5．語末は「で」一一）形容動詞・連用形

　　6．語末は「に」→形容動詞・連用形

　　7．語末はrだ」→形容動詞・終止形

　　8．語末は「な」→形容動詞・連体形

　　9．語宋は「る」→動詞・終止連体形

　　10。語末は「れ」→動詞・仮定形

　　11．語末は「よ」→動詞・命令形

　　12．語末は「かろ」→形容詞・未然形

　　13．語末は「だろ」→形容動詞・未然形

　　14．語末は「ろ」→動詞・命令形

　　15．語末はrかっ」→形容詞・連用形

　　16．語末は「だっ」一一D・形容動詞・連用形

　　17．語末は「っ」→動詞・連用形

　　18．語末はrなら」→形容動詞・仮定形

　　19．語末は漢字÷ひらがな→動詞

　　20．語末はイ段→動詞・未然連用形

　　21．語末はx段→動詞・未然連用仮定形

　　22．語末はウ段→動詞・終止連体形

　　23．語末はア段→動詞。未然形

　この方法によると，入力文「広い　門　の　下　で　雨やみ　を　待つ　て

る　た　。　」は，　「広い（形容詞・終止連体形，動詞・未然連用形）　門

（名詞）　の（助詞）　下（名詞）　で（助詞）　雨やみ（動詞・未然連用

形）　を（助詞）　待つ（動詞。連胴形）　て（助詞）　ゐ（動詞・未然連規

形）た（助動詞）　。　（記号）」と品詞認定される。

　接続による方法では，語形による方法でつけられた品詞情報を修正する。処

理の基本的な考え方は，文中においてある語，とくに助詞，助動詞との語の連

続は蔭由ではなく，かなりの制約があるのは知られているとおりである。その

制約をテー一一ブルにして，これにより山詞を決定する。テーブルは次のとおり。
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テーブルフオL・・一・マット

　テーブル1

見出し語 ＠情報
　　　　制限情報（1）
＠伽ト・擁詞悪報1／脚入聯＠繊灘） E

／
i

＠

テーブル2

調　　限　　情 報

嗣＠�黷P＊mmts・rl活鵬紳陶入欄㈱聯｛囎
｛1｝

　　　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　　　イ
　　　　　　　　　　　　1

　テーブル例

　　テーブル1

　　　の＠格助＠＃と＃から磐で＃へ＃より＃まで＃だけ＃ばかり＃こそ＃な

　　　ど＃ぐらい＃　1÷O／0＠＠Ei
　　　を＠格助＠＃と＃から＃まで＃の＃だけ＃ばかり＃こそ＃さえ＃すら＃

　　　のみ＃など＃ぐらい＃0／0＠＠E／i

　　　た＠助動・過去・た・終止連体＠H9　9／H9＠　＠E／i

　　テーブル2

　　　x　＠＃か＃さ＃ぞ＃ね＃よ＃　　H　＋＠＠E／i

　テーブルフォーマット中，制限清報（1｝は見出し語の直前が何であるかを示

し，制限情報（2）は見出し語の直後が何であるかを示す。ただし，制限情報2臆

今圃は帯いない。テーブル例中，X，1，　H，9，十，0……などコード化され

た贔詞および活用情報である。これについては文献を参照していただきたい。

　例をもって，処理の手順を説明しよう。入力文は語形による方法で品詞認定

された文を用いる。入力文（雨やみ（動詞。未然連用形）　を（助詞）　待つ

（動詞・連用形）　て（助詞）　ゐ（動詞・未然連用形）　た（助動詞）　・

（記号）」は，次のように処理される。

　文末の「。（記号）」を取り出し，テーブル2の記号（X）を調べる。処理

文記号の直前は「か・さ・ぞ……」の助詞ではなく，活用情報H（終止形）で

もない（「た」は終止形なのだが，語形による認定ではそこまで情報がついて

いない。テーブルには強制入力情報はなく，次の語（直前の語）の処理にうつ
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る。「た（助動詞）」をテーブルの申に探し，その中の情報（助詞・過去・た・

終止連体）を出力する。その制限情報力拠理文直前の語と一致するか調べる。

’rゐ（動詞・未然連用形）」とH9（動詞・連用形）と一一ttしない。そこで，強

制入力情報（／の後），H9を強制的につける。以下同様に処理すれば，次の

出力を得る。

　「雨やみ（名詞）　を（格助詞）　待つ（動詞・連用形）　て（接続助詞）

ゐ（動詞。連用形）　た（助動詞。過去・た・終止連体形）　。　（記号）」

3－8　総合辞書作成ルーチン

　総合辞書は一一貫処理システムの意味情報つけやその他の文法情報つけにも用

いられるが，その他の語彙研究・意味研究。文法研究等々いろいろな研究に用

いられるように設計された，その名のとおりの総合辞書である。

　現在，その内容は「分類語彙表」を中心に，新聞語彙調査の結果や漱石・鴎

外の用語索引の島隠し語などを含んでいる。将来は，高校教科書の結果の他，

一般に使われている国語辞典や英和・和英辞典などや，古典の索引などもそっ

くり総合辞書の中にとりこみ，広範囲の利用に供したい。

　データのフォーマットは次のとおりである。

通・番号醤購吝 跨線毘曝情報繍糊率出典瞬報

　現在の収録語数は約7万である。

　総合辞書は磁気デ■スクに蓄えられ，検索方式は王SAMである。

3－9意味情L二つけ（NAP　7）

　総合辞書によって意昧情報（分類語彙表の番号）をつけるプログラムであ

る。また，品詞認定やかなつけのプログラムでつけられなかった二三情報やか

な情報，濡用形変換のための活用情報もここでつける。

3－10　索引システムやワードカウント・7Y・一一チンへの転換

　以上で，一貫処理システムの主な処理が終った。この後は，「索引作成のた

めのプPグラムライブラリ」によって，KWICや語彙表をつくる。

　ただし，後に示すように，このシステムでは残念ながら100％の正解率は得

られていない。処理を誤った部分については，KWICを見ることによってそ
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のエラーの部分を発見し，人手で修正する。また，エラーがなくても語彙調査

7Y・一一チンにわたすために同語異語の判別情報を付加しなければならない。

　これらの修正ルーチンや二言異語の判別情報付加のルー一一チンは「索引作成の

ためのプログラムライブラリ」のルーチンを使えばよい。しかし，漢字ディス

プレイによる修正など，なお修鎧方式の効率化をはかる必要がある。

3－11テストランの結果

　「電子計算機による国語研究VIIjは電算写植によって印醐されたρそこで印

刷会社に頼み，その中間出力である紙テープを手に入れた。この紙テープをテ

ストデータにした。すなわち，電算写植用の写研コードで打たれた紙テープが

このテストランの入力データである。

　処理結果を図2～7に示す。

　処理の精度と処理エラーの原因は次のとおりである。

　（1）コード変換　　＝一ド変換自体のエラーは無い。しかし，電算写植用に

つけられたポイント情報・ページ晶晶・改行情報・ルビ情報等の無視によって

処理エラーが起こることはありえる。また，電算写植においては最終結果は印

刷物である。したがってその中間結果である紙テープにパンチエラーがあって

も最終的に印刷物が正しければ（切り貝占りをすることによって，パンチエラー

を修正するなど）よい。このようなエラーが一ケ所（「漱」が「瀬」になって

いる）あった。また，入の目で見て正しければよいものが四ケ所（漢数字の

「一！であるべきところ，カタカナ長音であるべきところをそれぞれマイナス

で代用した……「一方jfテープ」「シリーズ」「プリンター」）あった。また，

写研コードの盤内乱が国研コードの盤外宇であるもの，写研灘一ドの盤外字が

麟研ロードの盤内または盤外字であるものの処理をしていないための処理エラ

ーが一ケ所（「鴎」）あった。これは，コードコンバートでは常に考えなければ

ならない重要な問題であるが，テストランでは放置した。

　（2）単位切り　　142語に切れるべきところ，32ケ所に処理エラーがあった。

その原因は次のとおりである。

　数字が関係するところ……6ケ所

　「9　年経過しjr47年度」のように，助数詞のテーブルを設ければ正し
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図2　入力漂文 耀算写植による印嗣例
（ザ躍等；計算機による国語研究V疲」）

刊行のことば

　　　　　　　　　　騰立園語二二所が罐口占鋒機を用いて團語の調査研究を嫡めてから，9年疑

　　　　　　　　　過した。この間，1｛王TAC　3010を健って，漸鷹の用籍用字を調査し，・さら1こ47

　　　　　　　　　年度から隷，漱膨・鴎外の嚢者作品の、「文脈つき用語索引「7な作成してきた、これ

　　　　　　　　　らの調嶽を運じて，われわれは多くの欝語資料を磁気テープに収めて醤穫する

　　　　　　　　　一方，鼠藷の機械処理の方法を朋発するための瞬究と，処理して得られた鷺藷

　　　　　　　　　の分折研究とを競けてぎた。このような研究の成果を「魁子計算機｝こよる岡語

　　　　　　　　　研究Jのシリーズとして刊行し，本証でts”でに7播鼠を数える｝二盃つた。

　　　　　　　　　　研究飯め電予計算機は，48年度r轡こ新機種HITAC　8250に更新され，さらに

　　　　　　　　　49年度中にelMi速溝上ブリγターも沸入される運びになった。新しい体劉が離

　　　　　　　　　い，研究の題段階を達える時点で，本藍を公にして，開孫諸方断からの救示を

　　　　　　　　　賜わることが出来れば、まことに掌いである。

図3入カデータ・国eWX－Fに変換された原町（NAP　1出力）
　　　麗立国二二究断が躍子円舞機を用いて圏誘の調査観究を姶めてから9年経過した．～＝の間，HITAC3010を使っ

　　　て，新聞の用語規字を調査し，さらに47鐸度からta｝　石。④外の諸作品Tt文脈つぎ用誘索引’7を作成してぎ花．　Uれ

　　　らの調査を通じてわれわれは多くの彦謡資凝奪磁戴テープに載めて薇積する一方閣認の機械処理の方法を開発ずる泡め

　　　の研究と処理して得られた露認の翁析研究とを競けてぎ泡．このような研究の成桑を「羅子計算嬢による㈱藷研究」の

　　　シリgeズとして拷行し本縄てすて¢7冊目を数える駕至つ；を．研究所の出子計算機は48制度中に躯機種H　I　TAC8

　　　250に更新されさらに49奪度申紀は高達漢字プリンター一も導入される運びに旧った。翻むい二二が簸い研究の籍段

一

図4　領脚単位切り済データ（NAP　3出力）　’

　　姫島二二二丁勝　が　田子計箪搬　を　旨い　て　障囲・の　認査砥究　を　蛤め　て　から　9　奪経過し　た　．

　　　この周，｝イ葦丁AG　3010を鍵7て，藪関の用語用宇を調簸し，ざら｛之47
　　　葬震からば瀬石・⑱外の諸鮮品”文闘つき礒認索引・T「を作成してきた．

　　これらの調査複槻弓ておれむれ糠多くの露語翼籾を磁気テープに収めて薔積
　　　するPt方圏語の機械処理の方法を隠発するための鶴翼ど．処理して得られ
　　雷誘の分析研究と．を続けてぎ竃．このような醗究の域果を「躍子讃算機によ
　　る團誘研究」のシリーズとし’て．頼テし本露てずてに7冊目を数えるに璽っ
　　　た　．　翫究所　の　澄子心確機　は　48　奪機中　匿　薪搬種　H；TAC　8・250　に　更親されざら　に

図5　良動かなつけ済データ（NAP4出力）

　　燭蓬こく｝立｛りつ｝麗（こく｝誘乏ご｝研’｛けん｝究《きφう｝所［しょ｝ガ躍〔てん｝子｛し｝計〔けい｝算（さ

　　ん｝’樋《き｝を用《もぢ）いて瞬｛こく｝藷‘ご）の翻《ちょう肇交〔さ）研（けん｝究〔ぎゆう｝董絶蓬はじ）めて

　　ゴ》ら9辱｛綴ん｝経〔けい｝過｛す｝した．この闘《あいだ一）sHITAC30．ioを使｛＝）か》って，蒲（しん糞閥

　　　蓬ぶん｝の用駄う）藷｛ご｝環《よう車字《じ妻を調蓬右よう｝査《さヨし，さらに47彗畷ねん｝度《ど｝・tVらは

　　瀬《せ》石（せぎ）・②｛NON．　E｝外｛かじい3の諮《し躍作（さく）品ξひん》’「文翻ん》緑ξ伽うく聲つき用

　　　肱う）誕〔ご｝索《さ1く）引（いん）▼「を作｛さく｝域（せい）してぎた．これらの調｛右よう》査《さ》を遜｛と

　　お糞じて船乳影れは参・｛おお》くの言〔げん）語〔ご》資〔し｝料（りよう）を磁〔の気｛き≧デーフに収くおさ）

　　めてva　（6く）積｛せ鶴する一方｛ほう］閣にく）藷《ご峯の薇《ぎ｝械〔かい）姐｛しょ］理｛り〕の方〔ほう

　　》済（ほう）を閉旺かい）発（はっ｝する竃めの研〔けん）究ξきゆう）と処〔しょ）理｛り）して得｛え｝られた霧

　　　乏げん］語｛ご》の分ピぶん糞析（せき蚕研（けん
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麟6　農動品詞認定・意味憤報っけ済データ（NAP　7出力）
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く処理できるもの，「HITAC　8250」などのように英数字連続を切り離すため

の処理エラーなどが含まれる。

　長音番号が関係するもの……3ケ所

　これは，原データパンチミスによる。

　漢字連続であるべきところ……2ケ所

　原データのパンチミスと，副詞の漢宇書きと名詞の漢字書きの連続のために

切り離せなかったもの（「一方国語の」）である。後者は，テーブルに副詞

の漢字書きリストを入れれば正しく処理できる。

　テーブルに原因があるもの……6ケ所

　「蓄積　する」「さら　に」「本書　です　で　に」と切り離されたのは「す

る」「に」「です」rで」がテーブルにあったためである。　「さらに，ですで

に」をテーブルに入れれば解決する。「する」は，これをテーブルからはずす

と，「びっくりする」などが一一語になってしまい，どうするか難しい問題であ

る。

　（3）よみがなつけ　84字中4字のよみまちがいである。「経〔けい〕過

〔す〕した」「調査を通〔とお〕じて」「一一一一方〔ほう〕」のうち，前の二例は漢

宇テーブルの修正で解決する。後者は連濁の問題でありテーブルを直しはじめ

るとテーブルの量が大きくなりすぎ解決カミ難しい。

　（4｝晶詞認定　　48語中9語のつけまちがいである。このうち5語は単位切

リエラーによる。「この（不明）間」「調査し（不明），」「始め　て（名詞）か

ら」はテーブルを直すことによって正しくなる。

　（5｝意昧情報つけ　　異なりで37語中21語に情報がつかなかった。

　このうち，総合辞書が短い単位で登録されているのに，本実験データは長い

単位の処理であるための未処理が7例，正しく活用変換がされていないものが

4例，助詞・助動詞・山男にっかないものが5例，前処理のエラーによるもの

が2例であった。rため・作成」に情報がつかなかったのは総合辞書のエラー

による。　　　　　　，

　以上の結果，現在では約8割が正しく処理されておP，なおシステムの能カ

ァップをはかることと修正方法の簡単化をはかることによって充分実用に供す

　　　　　　　　　　　　　　　一37一



ることができると思われる。

4．おわりに

　今回の実験は一・es処理システムの開発のための第一段階と考えている。今

後，辞書を多用して処理する方式を使うことや，構：文解析プログラムの利用に

よってその精度をあげたい。また，同語異語判別のアルゴリズムを研究し，そ

の自動化についても研究する必要がある。

　一貫処理のシステムは，もともと実用化をねらって研究・開発が進められ

た。その点においては，精度が90％近くになれば当初の目的が達せられ，修正

システムを奪入して十分採算がとれるものと考える。とくに少量の調査につい

ても計算機の利用が可能になるだろう。

　一貫処理を可能ならしめるためには，各種の言語処理プログラムと多量の書

語データ，および入的資源が用意されていなければならない。そのためには，

各機関との協力態勢を作ること，特に国語研究所の果さねばならない役割は大

きいと思われる。

　言語処理の発展過程を次の三時期に分けると，このシステムは第二期のもの

であると考えられる。

　第一期　多くの人的作業を加えて計算機処理を可能にする時代。

　第二期　言語的な作業の多くを計算機に肩がわりさせ，人閥でしかできない

　　　　面を人間が行なう。機械と人間の調和の時代。

　第三期　完全自動処理の時代。

　完全な自動処理を実現するには，なお各種の点語研究や分析手法，処理法の

開発が行なわれなければならない。そのような分析・研究にも一貫処理システ

ムが利用できるものと信じる。

　このシステムは大阪商民語大学教授田中章夫氏（元国立国語研究所所員）・

國立闘語研究所員江川清氏等々の多くの人々の研究の上に完成したものであ

る。

　また，実験にあたって，ファコムハイタック株式会社今井良一・中島保行両

　　　　　　　　　　　　　　　一38一



氏の’協力があった。プログラムの作成・データの整理等には研究補助員長田厚：

子嬢の協力がなければ，このシステムの完成はまだまだ見られなかっただろ

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β

　以上，多くの人々に感謝の意を表するものである。

　この報告は，昭和50年度国立国語研究所研究発表会「用語用字調査と機械処

理」（昭湘51年3月24日岩波ホール）において発衰したものにもとづいている。
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